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７ 総 評 
わが国の地理教育史研究を進める上で、地理教育と地理学とはどのように関わりあい、地理学研究
者はどのような地理教育観を持ち、どのような影響を与えてきたかといった課題は、きわめて重要な
課題である。概括的には、地理学研究者は地理教育に強い影響力を持ったということはいわれている
が、しかし地理学研究者の地理教育観や地理教育への関わりについての実証的研究は地理学史からも
地理教育史からもまったくといってよいほど取り組みがなされてこなかった。本研究はこの課題に着
眼し正面から応えようようとするもので、きわめて独創性にとみかつ実証性豊かな意欲的な論文とな
っており、この研究の地理教育史に占める意義は極めて大きなものがあるといえよう。 
この論文で取上げた４人の地理学研究者は、いずれもわが国近代地理学の創設期を代表する研究者
であり、地理学の発展と地理教育への貢献には大きなものがあるとされてきた。その地理学へ発展へ
の寄与について、地理学史、地理思想史などの分野からこれまでも研究されてきたにもかかわらず、
彼らの地理教育にいては研究されることがなかった。この論文は、４人の地理学者について、執筆地
理教科書の刊行状況などの地理教育との関わりを明らかにしたこと、その地理教育観の検討を行い地
理教育への影響を考察したことは、地理教育史の分野にとって画期的な業績であるだけでなく，地理
学史の面からも特筆すべき業績であると高く評価できる。 
この論文は４人の地理学研究者の地理教育観を検討するにあたって、主としてそれぞれの執筆教科
書の記述の仕方とその時期的変化に注目して各人の地理教育観を分析するという実証的手法を行なっ
た。このことは検定制度下ではあっても教科書を研究上の資料として用いることの有効性を確認した
上で行なわれており、研究の信頼度高めるものになっている。こうした教科書記述分析の方法は、一
定の限界はあるとしても、少なくともこれまでの地理教育の分野では試みられてこなかった創意性に
満ちたものとして評価できる。  
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地理教育論に教材編成論、地理教育方法論、目的論などの教育学的視点を導入し，その観点から各
研究者の地理教育観を捉え直し、その時期的な変化を検討している．この教育学的視点を入れること
で概括的にしか捉えていなかった地理学研究者の地理教育観がどのようなものであったかを具体的に
示すことが出来るようになった。また制度史的時期区分とは別に地理教育論史的時期区分が可能とな
り、さらには、制度史の時期区分とこの地理教育論史の時期区分のずれを見ることで地理学的視点の
地理教育への導入の時期を捉えることが出来、地理学研究者が地理教育史のどのような時期にどのよ
うな役割を果たしたかを明らかにすることが出来た。またこの研究を通して、未開拓であったわが国
の中等教育の地理の教育状況の一端が明らかになってきた。これらの本研究の成果はわが国の地理教
育史研究に大きな前進をもたらしたものとして特筆に値すると評価できる。 
論文構成上、一部に改善を試みる余地を残しているが、そのことが本論文の地理教育史研究にしめ
した独創性や実証的成果の価値を少しも損なうものではない。 
 
以上から、本論文は研究者としての高い資質と能力を持つことを示したものであることを認め、審
査員全員一致して博士(学術)の学位授与に適うものと判断したことを報告する。 
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